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3 月の予定 ※2月15日現在の予定です。
変更になることもありますので事前にご確認ください。

年金 ・・・年金相談日（午前10時～正午）

年金 松柏支店 年金 川之江中央支店

年金 本店 年金 中曽根支店年金 関川支店

年金 川下支店

年金 豊岡支店年金 金生支店 年金 寒川支店

●名前

●犬種

●性別・年齢

●性格

●好きなこと

●飼い主からペットへの想い

チビちゃん　　／　クロちゃん

ポメラニアン　／　ミニチュアピンシャ

オス・13歳　　／　オス・7歳

人見知り　　　／　人懐っこい

散歩とお風呂

かけがえのない家族として、これからも家族を癒してください

四国中央市金生町 藤川さん

　知り合いから譲り受けた2匹のワンちゃんは、藤川さんに
とってかけがえのない家族です。2匹とも食べることが大好
きらしく、取材中も犬用のおやつをペロリ。
　ちょっと人見知りのチビちゃんもおやつを食べる時はこっ
そり触っても気づかないくらい夢中でした。

I L♥ve
ペット
I L♥ve
ペット

【介護相談会の開催自粛に関するお知らせ】
　新型コロナウイルス感染症の感染を防止する観点から、各支店等で開催しておりました介護相談会
の開催を現在見合わせています。
　高齢者介護に関して、JAうま福祉部では、専門のケアマネジャーが対応いたします相談窓口を設
けています。介護に関するご質問やご相談がございましたら、JAうま居宅介護支援センター（Tel：
0896-28-9001）まで、お気軽にお問い合わせください。
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　広報誌の表紙を飾ってくれるキッズモデルを

募集しております。お子さんやお孫さんを広報

誌「JAうま」に掲載しても構わないという方

は、広報誌に付いているハガキ、またはお電話

にてご連絡ください。（四国中央市在住の方に

限ります。ご家族での撮影もOK！）

　掲載頂いた方にはJAうま産直市で使える

「農産物直販所お買物券（500円分）」をプレ

ゼント！写真撮影はJAうま広報担当者が行

い、撮影場所はご依頼者とご相談の上決定い

たします。

連絡先

　TEL：0896-24-3827

　総合企画部　広報委員会

　まで

広報誌のキッズモデル大募集！

広報誌ゆるきゃら さとりん

クロちゃん
チビちゃん

●編集・発行／四国中央市中之庄町1684番地4　JAうま総合企画部ふれあい課「JAうま」広報委員会
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小倉　三葉くん（7歳5ヵ月）
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これからも元気にのびのびと、  笑顔いっぱいの2人でいてね

ほっほっと
また食べたくなる…

〝母の味〞

　1月11日、NHKで放送された「列島縦断・宝メシ
グランプリ2021」で、管内の特産サトイモ「伊予美
人」を使った“蒸し上げ雑炊”がグランプリを獲得
しました。
　この番組は、全国の様々な地域の、その地域でし
か食べることができない極上の絶品料理「宝メシ」
を探し出し、その中から食の専門家たちが自慢の
舌と豊富な知識で厳正に審査し、「宝メシグランプ
リ」を決める番組です。井川和子さん、高津麗子さ
ん、友安秀子さんの3名が四国ブロック代表として
「ホッカホカ！冬の宝鍋対決」に出場、リモート中
継で番組に出演し、「伊予美人」を使った郷土料理
“蒸し上げ雑炊” を全国に紹介しました。
　管内でもあまり知られていない幻の郷土料理“蒸
し上げ雑炊”。東京のスタジオで試食したゲスト陣
からは、「様々な具材の旨味がだしにしみ出ていて
美味しい」「サトイモがほっこりとした感じが冬に
ぴったりで美味しい」などの高い評価を得て、今回
全国各地から8つの「宝メシ」がエントリーする中、
見事その頂点に輝きました。

番組にリモート出演した3名
（左から高津麗子さん、友安秀子さん、井川和子さん）

番組では、蒸し上げ雑炊を知る地元の女性3名が出演し、番組を盛り上げました

最終結果

蒸し上げ雑炊（四国） 311点

いなまんじゅう（東海） 300点

わっぱ煮（関東甲信越） 298点

と
また食べたくなる…

〝母の味〞
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次のページでは、そんな魅力が詰まった“蒸し上げ雑炊”のレシピをご紹介しています。
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　1月18日、川之江中央支店でJAうま産直市の出荷者を対象にした研修会を開きました。
　この研修会は、令和2年6月1日に義務化された「HACCP（ハサップ）」と呼ばれる食品衛生管理手法を
会員に周知するため行われたもので、この手法を取り入れることによって食品製造過程で起こりうる危害
を適切に除去および低減を図ります。
　講師として説明した四国中央保健所の職員からは、「今回の法
改正に伴い『HACCPに基づく衛生管理』および『HACCPの考え
方を取り入れた衛生管理』が制度化されることにより、大きな事
業者だけではなく、自宅で漬物などの加工品を作り、産直市に出
荷している方も対応が必要になる」と話し、期限内の早期対応を
呼び掛けました。

産直市出荷者向け衛生管理研修会
食品衛生法改正によるポイントを周知

うまの
話題

　JAうま管内では、2月1日から甘平の出荷が始まりました。
　甘平は愛媛県のオリジナル柑橘で、高い糖度とジューシーな果肉が特徴です。松柏支店敷地内の選果
場では、営農担当職員とパート従業員らが、管内の生産者から集められた「甘平」を一つひとつ確認しな
がら丁寧に選果し、箱詰めして出荷に向けた準備を行いました。
　JAうま管内では今年度、15軒の生産者が出荷を計画しており、生
産者数、生産量ともに増加しています。
　営農指導員は、「酸味が少し薄く感じられるが糖度が高く、概ね
平年並みとのことで、今年も美味しい甘平をお届けできる」と話し
ました。
　選果された「甘平」は主に松山の市場に出荷され、管内の産直
市でも販売しています。

高糖度でジューシー
甘平出荷はじまる

　JAうま産直市「ジャジャうま市」では、今年も焼き芋の販売を行っており、滑らかな舌触りと上品な甘
さが好評を得ています。
　焼き芋に使うサツマイモは、茨城県産の「シルクスイート」とい
う品種で、焼き芋にすると更に糖度が増すことから多くの焼き芋
ファンに親しまれています。
　ジャジャうま市では、この「シルクスイート」を使った焼き芋を
専用の焼き芋機で販売しています。焼き芋機には保温機能もあ
り、いつでも温かい焼き芋を楽しむことができます。
　この焼き芋は、ジャジャうま市店内で、3月末までの販売を予定
しています。

滑らかな舌触り　冬の定番スイーツ
産直市で人気の焼き芋

300g（2合）
1枚
400g
400g

300g
150g弱
1200㏄

・米…………………
・油揚げ……………………
・大根葉……………………
・皮つき里芋………………
・えびじゃこ（皮付き）　　　
　 ……………………

・粒みそ…………………
・出汁（いりこ）…………

①大根葉を湯がいて1cmくらいに刻む
②えびじゃこは頭と皮を取る。頭と皮は捨てずに出
汁をとる。いりこだしと合わせて1200ccとってお
く。
③里芋は、2cm角とより小さく切ったものの2種類
を作る。（小さく切ったものは、つぶれてねっとり
して美味しい）
④油揚げは縦に半分に切り、5mmくらいに切って
おく。
⑤米は洗ってざるにあげておく。分厚い鍋を用意し
て大根葉、里芋、えびじゃこ、油あげ、米の順に
入れ味噌を点 と々置き、だしを入れ強火にかけ
る。沸騰したら中火で8分、弱火で15分炊き、蓋
をとり全体を混ぜて、蓋をして15分蒸しあげる。

　調理に携わった3名とJAうま合田久専務らは2月10日、四国中央市の篠原実市長を
表敬訪問し、宝メシグランプリで「蒸し上げ雑炊」がグランプリを受賞したことを報告
しました。

　篠原市長は、「全国にも、伊予
美人をPR出来たと思う。学校
給食にもどんどん取り入れ、食
文化の継承に繋がってほしい」
と話しました。
　番組に出演した友安さんは、
「身近な食材を使ったほっこり
した味が優勝に繋がったと思
う。若い世代にも、この素晴らし
い郷土料理を伝えていきたい」
と受賞した喜びを笑顔で伝えま
した。

食通が感
動した

「蒸し上げ雑炊」
【材　料】 【作り方】

絶品さといも料理

（6人前）

四国中央市長（右から2番目）に
グランプリ受賞を報告した関係者ら

市長を表敬訪問、グランプリ受賞を報告
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を
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
後
、
よ
り
一
層
地
域
の
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に
寄
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を
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、
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よ
う
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ま
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。

―川滝支店―

　現在の川滝支店の店舗は、川滝町農業協同組合として昭和47年に完成し営業を
開始しました。昭和59年には、旧川之江市内の6農協の合併により川之江市農業協
同組合川滝支所へ、平成15年にうま農業協同組合川滝支店となり現在に至ります
が、これまで約半世紀に渡り組合員や地域の皆様に支えていただきましたこと、心
より感謝しております。
　3月29日からは川之江中央支店へ統合となりますが、よりサービスの充実に努め
てまいりますので、変わらぬご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

　昭和40年の合併により土居町農業協同組
合関川支所となり、うま農業協同組合となった
後の平成14年に北野出張所を関川支店に統

合、四国中央市の最西端、土居町上野・北野地区の店舗として長年に渡り組合員・地
域の皆様にご支援を賜りましたことに感謝し、心より御礼申し上げます。
　現在の店舗は閉店となりますが、土居中央支店へ統合後もこれまでと変わることな
く、地域の皆様のお役に立てますよう努めてまいります。今後とも宜しくお願い申し上
げます。

関川支店

高橋博志支店長

―関川支店―

〝
感
謝
〞

〝
あ
り
が
と
う
〞

川滝支店 職員の皆さん
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　長津地区の農業協同組合として設立、土居町農業協同組合への合併を経て平
成8年にうま農業協同組合長津支店となり現在に至るまでの間、地域の皆様には
金融店舗をはじめAコープや経済店舗など様々な面でご利用いただきご支援、ご
協力いただきましたこと深く感謝申し上げます。
　土居中央支店へ統合となりましても一層のサービス向上を目指してまいりますの
で、今後とも変わらぬお取引を賜りますようお願い申し上げます。

長津支店 職員の皆さん
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●生息域の拡大！身近に迫る鳥獣被害
　カラス、イノシシ、シカ、ハクビシンなどの野生生物のうち人間の生活に危害を加えるもの
を有害鳥獣とも呼びます。この有害鳥獣による被害は毎年発生しており、農作物に関する被
害額自体は減少傾向にあるものの、農作物の食害のほか、圃場や石垣を荒らされるなど被害
は年々深刻化して、農業者等の生産意欲の後退につながる大きな問題となっています。また、
野生生物の生息域は全国で拡大傾向にあり、今後も警戒する必要があります。

地域農業の鳥獣対策と
　持続可能な社会の実現

●なぜ、生息域が拡大しているのか
　生息域拡大の要因として、気候・環境の変化と耕作放棄地の増加が挙げられます。
　有害鳥獣の生息域・行動範囲は、山間部や畑などの作物があるところにとどまらず、人が住む住宅地周辺にまで広
がり、社会問題にもなっています。
　耕作放棄地がある場所は草が生い茂り、鳥獣の棲み処や餌場になりやすいと言われています。また、未収穫作物が
ある畑や食品残渣のある場所は、動物にとって「安全」で「エサがある」価値の高い場所と認識され何度も往来する恐
れもあります。

●野生生物が増え、民家周辺に近づくことで人に与える影響はどんなものがあるでしょうか。

　農作物や森林に対する食害だけでなく、野生生物が住宅地周辺を往来することで思わぬ事故の発生が起きる恐れ
があります。また、野生生物に直接遭遇しなくてもペットなどを介してマダニや寄生虫、ウイルスなどの被害が起きる
こともあり、個体数が増えることで人体に影響を与える可能性も高くなります。

＜野生生物が人へもたらす影響とリスク＞
・農作物への被害と森林被害（食害）
・農地が荒らされることによる農業者の生産意欲
　の減退

・農地が荒らされることによる土砂崩れ等の
　二次被害の恐れ
・住宅地への侵入、住民へのリスク
・マダニ感染症やウイルス、寄生虫のリスク

　人間社会の生活環境や地球環境の変化に伴い、動物たちの生息環境にも変化が生じています。
　また、自然や環境の保全、野生動物の保護が叫ばれているなか、有害鳥獣による食害や農地を荒らす行為は、営農
を営む農家の意欲を減退させ耕作放棄地を増加させる一因となっています。耕作放棄地を減らし人間による社会経
済活動と野生生物との共存を図ることは、環境保全と生物保護の観点から重要な課題です。

　2015年、国連では2030年までに持続可能な社会の実現を目指す「SDGs」が採択されました。JAが進めてい
る環境保全型農業の取組みは、自然環境や生物多様性を保全し生態系を維持、農業の多面的機能を生かす取組み
に役立っています。また、このようなことが地域ぐるみで行われることで地域農業の活性化にも繋がることが期待で
きます。SDGsが目指す「誰もが取り残されない持続可能な社会」を実現するため、JAと行政、地域住民が一体と
なり課題へ取り組むことが求められています。

持続可能な農業と豊かな暮らしの実現

　野生生物による農作物の食害等の被害を抑えるため、電気柵や金網の設置、狩猟免許を持った狩猟者による鳥獣の
捕獲が行われています。（愛媛県および四国中央市では、狩猟免許取得の補助制度があります。）
　また、新しい技術を用いた檻を設置するなど、行政による鳥獣対策も行われています。

「鳥獣による被害を軽減する取組み」

設置中のICT檻 設置中の地獄檻

地域農業を次世代へ繋げるために
農地を必要としている人へ貸す制度【農地中間管理機構】
「公的機関が耕作しない農地の貸し借りを仲介」

〇新規で農業をしたいから土地を借りたい

〇農業をしないので誰かに農地を貸したい

こうした要望に応える制度があります。

「四国中央市が発行しているパンフレット」

あったか荘三島

　壁に、今年の干支の「丑」や獅子舞、書
初めを飾っています。しめ縄で作ったお正
月リースは、利用者の方と一緒に3～4ヶ
月かけて作りました。
　張り子のため、型作りから色付けまで、
地道な工程を経て完成させました。「嬉し
いわ～」と、とても喜んでおられました。

あったか荘川之江 あったか荘土居

あったか荘ダイアリー

新年
　新春を迎え、心新たにみんなで書初
めを行いました。2021年は丑の歩みで、の
んびりかつパワフルに参りましょう！

書初め
　今年の節分は、124年ぶりに2月2日です。
　96歳の利用者の方手作りの鬼のパンツ
と世間でブームになっている「鬼滅の刃」のお
面、スタッフが新聞紙で作った豆で、日頃の
手や肩の痛みを忘れ、鬼を退治しました。

節分

　余暇活動として、ペットボトルのキャップ
で作ったパズルや壁紙用の作品など、皆
さんそれぞれに取り組んでおられます。

手作り作品
　伝統的なお正月の遊びである、福笑
いにチャレンジ！「もっと上、左」などみんな
の声を頼りに置いていくと…、個性的な
顔がたくさん出来上がりました。

福笑い
 外周歩行訓練の途中に延命寺で、お参
りをしました。地蔵菩薩へ疫病退散を願い
ました。みんなの思いが届きますように！！

お参り

趣味の時間を楽しむ
JAうま女性部長津支部「手芸教室」

輝く女性部
　長津支店女性部は、週に一回長津支店の一階会議室で手芸教室を開いています。広い会議室には
キッチンも備わっており、今は新型コロナウイルス予防のため行われていませんが、料理教室やお菓子
教室も行っていました。
　「特定の先生はいなくて、部員一人ひとりが先生なの」と河村部長
は話します。
　誰かが新しい情報を持ってきたら部員みんなで共有したり、みんな
で教え合ったり助け合ったりして、作品を完成させるのも女性部活動
の楽しみの一つだそうです。
　今はコロナ禍で活動時間も短縮していますが、編み物やクラフトバ
ンドで作るカバンなどをみんなで教えあいながら楽しく製作している
そうです。
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きます。SDGsが目指す「誰もが取り残されない持続可能な社会」を実現するため、JAと行政、地域住民が一体と
なり課題へ取り組むことが求められています。

持続可能な農業と豊かな暮らしの実現

　野生生物による農作物の食害等の被害を抑えるため、電気柵や金網の設置、狩猟免許を持った狩猟者による鳥獣の
捕獲が行われています。（愛媛県および四国中央市では、狩猟免許取得の補助制度があります。）
　また、新しい技術を用いた檻を設置するなど、行政による鳥獣対策も行われています。

「鳥獣による被害を軽減する取組み」

設置中のICT檻 設置中の地獄檻

地域農業を次世代へ繋げるために
農地を必要としている人へ貸す制度【農地中間管理機構】
「公的機関が耕作しない農地の貸し借りを仲介」

〇新規で農業をしたいから土地を借りたい

〇農業をしないので誰かに農地を貸したい

こうした要望に応える制度があります。

「四国中央市が発行しているパンフレット」

あったか荘三島

　壁に、今年の干支の「丑」や獅子舞、書
初めを飾っています。しめ縄で作ったお正
月リースは、利用者の方と一緒に3～4ヶ
月かけて作りました。
　張り子のため、型作りから色付けまで、
地道な工程を経て完成させました。「嬉し
いわ～」と、とても喜んでおられました。

あったか荘川之江 あったか荘土居

あったか荘ダイアリー

新年
　新春を迎え、心新たにみんなで書初
めを行いました。2021年は丑の歩みで、の
んびりかつパワフルに参りましょう！

書初め
　今年の節分は、124年ぶりに2月2日です。
　96歳の利用者の方手作りの鬼のパンツ
と世間でブームになっている「鬼滅の刃」のお
面、スタッフが新聞紙で作った豆で、日頃の
手や肩の痛みを忘れ、鬼を退治しました。

節分

　余暇活動として、ペットボトルのキャップ
で作ったパズルや壁紙用の作品など、皆
さんそれぞれに取り組んでおられます。

手作り作品
　伝統的なお正月の遊びである、福笑
いにチャレンジ！「もっと上、左」などみんな
の声を頼りに置いていくと…、個性的な
顔がたくさん出来上がりました。

福笑い
 外周歩行訓練の途中に延命寺で、お参
りをしました。地蔵菩薩へ疫病退散を願い
ました。みんなの思いが届きますように！！

お参り

趣味の時間を楽しむ
JAうま女性部長津支部「手芸教室」

輝く女性部
　長津支店女性部は、週に一回長津支店の一階会議室で手芸教室を開いています。広い会議室には
キッチンも備わっており、今は新型コロナウイルス予防のため行われていませんが、料理教室やお菓子
教室も行っていました。
　「特定の先生はいなくて、部員一人ひとりが先生なの」と河村部長
は話します。
　誰かが新しい情報を持ってきたら部員みんなで共有したり、みんな
で教え合ったり助け合ったりして、作品を完成させるのも女性部活動
の楽しみの一つだそうです。
　今はコロナ禍で活動時間も短縮していますが、編み物やクラフトバ
ンドで作るカバンなどをみんなで教えあいながら楽しく製作している
そうです。
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JAうま資産保全サポートセンター
電話：0896-24-3827　Ｅメール：shisan-support@ja-uma.or.jp 
または、JAうまホームページからお問合せください。

お問合せ先

タラノメ

旬を食べよう

　固い袴と皮の部分を除ける。その後
水に対して2％の塩（水1ℓに塩20g）を
入れ沸騰したら2～3分茹で、すぐに冷
水でしばらくさらす。
　小さいものは湯にくぐらすぐらいでよ
い。
※天ぷらにするときはあく抜きはしなく
てよい。

・処理の仕方

❶タラノメの袴を除けて、軽く塩茹で
する。
❷塩茹でしたタラノメを豚バラで巻
く。
❸豚バラを巻いたタラノメを焼き、塩コ
ショウで味付けすれば完成。

・食べ方（タラノメの肉巻き）

つくし（土筆）

　袴をとって沸騰したお湯の中で3～
5分茹でる。
　茹であがったらお湯から出して冷ま
す。
　保存する場合はこのまま保存袋に
入れる。

・処理の仕方

❶ごま油を入れ、鍋を加熱しアクを抜
いたつくしを入れなじませる。
❷鶏肉を入れて炒め、酒とみりんを入
れて加熱する。
❸鶏肉からの出汁が足りていないなら
粉末の出汁を入れ、醤油を入れる。

❹溶き卵を入れて加熱し、ある程度た
てば火を止めあとは余熱で。

※お酒の入れすぎに注意（入れすぎる
と味が悪くなる）。甘い方がいい方は少
し砂糖を入れると良い。

・食べ方[つくしの卵とじ]

フキノトウ

　アクが強いので切ったらすぐに水に
つけてないと黒くなります。
　アク抜きと苦みを和らげるためにお
湯を沸かし、塩を入れて3～4分茹です
ぐに冷水でさらす。

・処理の仕方

❶味噌60～70g（フキノトウ100gに
対して）とみりん大さじ2杯を合わせ
る。
❷お鍋に油を大さじ1入れる
❸アク抜きしたフキノトウを5mm位に
刻み、刻み終えたらすぐに炒める。
❹フキノトウ全体に油がなじんだら、味
噌とみりんを合わせたものを入れ少
し練るように加熱する。焦げないよ
うに注意！
❺甘さが足りなければ砂糖を加え、味
を調整すれば完成。

※アクが強いので切ったらすぐに炒め
るのがコツ

・食べ方（フキノトウ味噌）

事
例
紹
介

　高
齢
者
ア
パ
ー
ト
オ
ー
ナ
ー
の
資
産
管
理

　相
談
者

：

長
男
６４
歳
（
父
８７
歳
、
長
女
６０
歳
）

　
　状
況

　ア
パ
ー
ト
を
複
数
持
っ
て
い
る
父
と
、
そ
の
子
で
あ
る
長
男
、
長
女
の
３

名
の
ご
家
族
で
す
。
父
は
自
分
で
ア
パ
ー
ト
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

先
日
も
外
出
先
で
急
に
倒
れ
数
日
間
入
院
す
る
等
、
体
調
も
悪
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
無
事
退
院
し
ま
し
た
が
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
お
り
、
認

知
症
を
危
惧
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
認
知
症
の
程
度
が
進
む
と
、
ア
パ
ー
ト

に
入
居
希
望
者
が
出
た
場
合
や
退
去
者
が
で
た
場
合
の
契
約
手
続
き
等
の

ア
パ
ー
ト
賃
貸
管
理
や
修
繕
、
ま
た
、
相
続
の
問
題
を
心
配
し
て
い
ま
す
。

「
民
事
信
託
を
使
っ
た
場
合
」

　受
託
者
の
判
断
で
大
規
模
修
繕
／
売
却
／
建
替
え
／
賃
貸
借
契
約
／
管

理
委
託
契
約
が
で
き
ま
す
。

•
所
有
者
で
あ
る
父
を
委
託
者

　長
男
を
受
託
者
、
そ
し
て
利
益
（
家
賃
）

を
受
け
取
る
権
利
は
父
と
す
る
た
め
、
受
益
者
は
父
と
し
、
ア
パ
ー
ト
を

信
託
財
産
と
す
る
信
託
契
約
を
締
結
す
る
。 

•
委
託
者
と
受
益
者
が
父
で
あ
り
、
名
義
だ
け
を
受
託
者
で
あ
る
長
男
と
す

る
信
託
契
約
と
し
て
い
る
た
め
、
不
動
産
取
得
税
、
贈
与
税
や
譲
渡
所
得

税
等
は
発
生
し
な
い
。

•
父
が
元
気
な
う
ち
は
、
父
と
長
男
が
一
緒
に
ア
パ
ー
ト
の
管
理
を
勉
強

し
、
将
来
、
父
の
判
断
能
力
が
喪
失
し
た
場
合
に
は
、
受
託
者
で
あ
る
長

男
が
財
産
管
理
処
分
権
限
を
も
っ
て
い
る
た
め
、
入
退
去
時
の
賃
貸
借

契
約
の
ほ
か
、
大
規
模
修
繕
、 

建
替
え
、
売
却
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

•
信
託
契
約
書
の
中
に
、
将
来
相
続
が
起
こ
っ
た
場
合
に
、
ど
の
物
件
を
誰

が
相
続
す
る
の
か
残
余
財
産
の
帰
属
先
を
定
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
定
め
て
お
け
ば
、
別
途
遺
言
を
作
成
し
た
り
、
相
続
発
生
後
に
遺

産
分
割
協
議
を
し
な
く
て
も
、
信
託
契
約
書
で
定
め
た
と
お
り
に
財
産

を
相
続
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
　こ
の
よ
う
な
運
用
方
法
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご

検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

遺
言
で
は
実
現
で
き
な
い
新
た
な
相
続
対
策
シ
リ
ー
ズ
⑪

令
和
2
年
11
月
号
の
続
き

年
金
相
談
一
口
メ
モ

三
木
茂

　社
会
保
険
労
務
士
か
ら
の

　公
的
年
金
の
二
〇
二
一
年
の
年
金
額
は
四
月
分

（
六
月
十
五
日
振
込
分
）
か
ら
〇
・
一
％
減
額
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　昨
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
関
係
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
現
役
世
代
の
賃
金
水
準
が
低
下
し

て
い
る
こ
と
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
賃
金
低

下
に
合
わ
せ
て
年
金
額
を
抑
え
る
と
い
う
二
〇
一
六

年
の
年
金
改
正
で
盛
り
込
ま
れ
た
新
ル
ー
ル
が
適
用

さ
れ
ま
し
た
。
年
金
額
の
減
額
は
、
二
〇
一
七
年
以

来
四
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

　一
方
、
将
来
の
年
金
財
政
の
た
め
に
年
金
額
を
抑

え
る
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
は
三
年
ぶ
り
に
発

動
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　以
前
は
、
完
全
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
だ
っ
た
た
め
、

今
回
の
よ
う
に
物
価
が
上
昇
ま
た
は
横
ば
い
で
賃
金

が
下
落
し
た
場
合
、
年
金
額
は
据
え
置
か
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
将
来
に
わ
た
り
年
金
制
度
を
安
定

的
に
運
用
す
る
た
め
に
、
賃
金
変
動
に
合
わ
せ
て
年

金
額
を
減
額
す
る
新
ル
ー
ル
を
導
入
し
ま
し
た
。

　基
本
的
に
年
金
受
給
者
は
、
現
役
世
代
の
賃
金
水

準
が
上
が
ら
な
い
と
年
金
額
が
上
が
ら
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
年
金
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

ミ
ツ
バ

　香
り
が
良
く
、
お
吸
い
物
に
重
宝

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

　ミ
ツ
バ
は
日
本
原
産
の
セ
リ
科
野
菜

で
、半
日
陰
で
も
よ
く
育
ち
、乾
燥
に
弱

い
の
で
、
他
の
野
菜
の
陰
に
な
る
所
に

適
し
ま
す
。種
ま
き
の
適
期
は
4
〜
5

月
と
9
月
で
す
。

　ミ
ツ
バ
の
発
芽
適
温
は
20
度
前
後

で
、
10
度
以
下
の
低
温
や
30
度
以
上
の

高
温
で
は
発
芽
が
困
難
で
す
。発
芽
後

は
10
〜
20
度
で
よ
く
成
長
し
ま
す
。な

お
、
低
温
に
よ
り
花
芽
分
化
し
、
そ
の

後
の
高
温
・
長
日
で
と
う
立
ち
す
る
た

め
、温
暖
地
で
は
4
月
中
旬
以
降
、寒
冷

地
で
は
5
月
上
旬
以
降
に
種
ま
き
し
ま

す
。　ミ

ツ
バ
は
、
青
ミ
ツ
バ（
ま
た
は
糸
ミ

ツ
バ
）、切
り
ミ
ツ
バ
、根
ミ
ツ
バ
の
3
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。青
ミ
ツ
バ
は
青
々

と
し
た
葉
を
楽
し
む
品
種
で
、
店
頭
に

並
ぶ
の
は
ほ
と
ん
ど
が
水
耕
栽
培
で

す
。切
り
ミ
ツ
バ
は
冬
に
根
株
を
掘
り

上
げ
、
こ
れ
を
室（
む
ろ
）と
い
う
暗
室

に
持
ち
込
ん
で
軟
白
さ
せ
た
物
で
、
根

を
切
っ
て
収
穫
さ
れ
ま
す
。根
ミ
ツ
バ

は
春
か
ら
育
て
た
根
株
に
畑
の
ま
ま
で

土
を
掛
け
、
早
春
に
伸
び
て
き
た
と
こ

ろ
を
掘
り
取
り
ま
す
。こ
こ
で
は
青
ミ

ツ
バ
の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

﹇
品
種
﹈「
白
茎
三
ツ
葉（
関
西
系
）」（
タ
キ

イ
種
苗
）、「
白
茎
み
つ
ば
」（
サ
カ
タ
の
タ

ネ
）な
ど
。

﹇
畑
の
準
備
﹈ 

種
ま
き
の
2
週
間
前

ま
で
に
1
平
方
m
当
た
り
苦
土
石
灰

1
0
0
g
を
施
し
、
よ
く
耕
し
て
お
き

ま
す
。そ
の
後
、
化
成
肥
料
（
N
P
K
各

成
分
で
10
%
）
1
0
0
g
程
度
と
堆
肥

2
k
g
を
混
ぜ
、幅
60
〜
90
c
m
の
ベ
ッ

ド
を
作
り
ま
す（
図
1
）。

﹇
種
ま
き
﹈ 

ベ
ッ
ド
と
直
角
に
、
20
c
m

間
隔
の
細
い
ま
き
溝
を
作
り
ま
す
。ま

き
溝
に
1
c
m
間
隔
に
種
を
ま
き
ま

す
。種
は
好
光
性
な
の
で
、
隠
れ
る
程
度

（
5
m
m
）に
土
を
薄
く
掛
け
ま
す
。発
芽

ま
で
、
十
分
灌
水（
か
ん
す
い
）し
ま
す

（
図
2
）。

﹇
管
理
﹈ 

早
ま
き
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ

ル
ム
で
ト
ン
ネ
ル
を
作
り
、
発
芽
を
促

し
ま
す
。不
織
布
の
べ
た
掛
け
は
、
安
定

し
た
発
芽
に
役
立
ち
ま
す
。

　追
肥
は
2
〜
3
週
間
ご
と
に
、
1
平

方
m
当
た
り
30
g
程
度
を
与
え
ま
す

（
図
3
）。ま
た
、
乾
燥
に
弱
い
た
め
畑
が

乾
い
た
ら
灌
水
し
、
真
夏
の
高
温
・
強

光
下
で
は
黒
寒
冷
し
ゃ
な
ど
で
日
よ
け

し
ま
す
。

﹇
収
穫
﹈ 

草
丈
20
〜
25
c
m
に
な
っ
た

ら
、
地
際
よ
り
少
し
上
で
刈
り
取
り
ま

す
。刈
り
取
っ
た
後
か
ら
、
新
し
い
葉
が

伸
び
出
し
て
き
ま
す（
図
4
）。な
お
、
冬

に
は
寒
さ
で
茎
葉
が
枯
れ
ま
す
が
、
春

に
は
越
冬
し
た
根
株
か
ら
新
た
な
茎
葉

が
伸
び
て
き
ま
す
。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を

　作
成
し
て
い
ま
す
。
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お問合せ先

タラノメ

旬を食べよう

　固い袴と皮の部分を除ける。その後
水に対して2％の塩（水1ℓに塩20g）を
入れ沸騰したら2～3分茹で、すぐに冷
水でしばらくさらす。
　小さいものは湯にくぐらすぐらいでよ
い。
※天ぷらにするときはあく抜きはしなく
てよい。

・処理の仕方

❶タラノメの袴を除けて、軽く塩茹で
する。
❷塩茹でしたタラノメを豚バラで巻
く。
❸豚バラを巻いたタラノメを焼き、塩コ
ショウで味付けすれば完成。

・食べ方（タラノメの肉巻き）

つくし（土筆）

　袴をとって沸騰したお湯の中で3～
5分茹でる。
　茹であがったらお湯から出して冷ま
す。
　保存する場合はこのまま保存袋に
入れる。

・処理の仕方

❶ごま油を入れ、鍋を加熱しアクを抜
いたつくしを入れなじませる。
❷鶏肉を入れて炒め、酒とみりんを入
れて加熱する。
❸鶏肉からの出汁が足りていないなら
粉末の出汁を入れ、醤油を入れる。

❹溶き卵を入れて加熱し、ある程度た
てば火を止めあとは余熱で。

※お酒の入れすぎに注意（入れすぎる
と味が悪くなる）。甘い方がいい方は少
し砂糖を入れると良い。

・食べ方[つくしの卵とじ]

フキノトウ

　アクが強いので切ったらすぐに水に
つけてないと黒くなります。
　アク抜きと苦みを和らげるためにお
湯を沸かし、塩を入れて3～4分茹です
ぐに冷水でさらす。

・処理の仕方

❶味噌60～70g（フキノトウ100gに
対して）とみりん大さじ2杯を合わせ
る。
❷お鍋に油を大さじ1入れる
❸アク抜きしたフキノトウを5mm位に
刻み、刻み終えたらすぐに炒める。
❹フキノトウ全体に油がなじんだら、味
噌とみりんを合わせたものを入れ少
し練るように加熱する。焦げないよ
うに注意！
❺甘さが足りなければ砂糖を加え、味
を調整すれば完成。

※アクが強いので切ったらすぐに炒め
るのがコツ

・食べ方（フキノトウ味噌）

事
例
紹
介

　高
齢
者
ア
パ
ー
ト
オ
ー
ナ
ー
の
資
産
管
理

　相
談
者

：

長
男
６４
歳
（
父
８７
歳
、
長
女
６０
歳
）

　
　状
況

　ア
パ
ー
ト
を
複
数
持
っ
て
い
る
父
と
、
そ
の
子
で
あ
る
長
男
、
長
女
の
３

名
の
ご
家
族
で
す
。
父
は
自
分
で
ア
パ
ー
ト
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

先
日
も
外
出
先
で
急
に
倒
れ
数
日
間
入
院
す
る
等
、
体
調
も
悪
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
無
事
退
院
し
ま
し
た
が
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
お
り
、
認

知
症
を
危
惧
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
認
知
症
の
程
度
が
進
む
と
、
ア
パ
ー
ト

に
入
居
希
望
者
が
出
た
場
合
や
退
去
者
が
で
た
場
合
の
契
約
手
続
き
等
の

ア
パ
ー
ト
賃
貸
管
理
や
修
繕
、
ま
た
、
相
続
の
問
題
を
心
配
し
て
い
ま
す
。

「
民
事
信
託
を
使
っ
た
場
合
」

　受
託
者
の
判
断
で
大
規
模
修
繕
／
売
却
／
建
替
え
／
賃
貸
借
契
約
／
管

理
委
託
契
約
が
で
き
ま
す
。

•
所
有
者
で
あ
る
父
を
委
託
者

　長
男
を
受
託
者
、
そ
し
て
利
益
（
家
賃
）

を
受
け
取
る
権
利
は
父
と
す
る
た
め
、
受
益
者
は
父
と
し
、
ア
パ
ー
ト
を

信
託
財
産
と
す
る
信
託
契
約
を
締
結
す
る
。 

•
委
託
者
と
受
益
者
が
父
で
あ
り
、
名
義
だ
け
を
受
託
者
で
あ
る
長
男
と
す

る
信
託
契
約
と
し
て
い
る
た
め
、
不
動
産
取
得
税
、
贈
与
税
や
譲
渡
所
得

税
等
は
発
生
し
な
い
。

•
父
が
元
気
な
う
ち
は
、
父
と
長
男
が
一
緒
に
ア
パ
ー
ト
の
管
理
を
勉
強

し
、
将
来
、
父
の
判
断
能
力
が
喪
失
し
た
場
合
に
は
、
受
託
者
で
あ
る
長

男
が
財
産
管
理
処
分
権
限
を
も
っ
て
い
る
た
め
、
入
退
去
時
の
賃
貸
借

契
約
の
ほ
か
、
大
規
模
修
繕
、 

建
替
え
、
売
却
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

•
信
託
契
約
書
の
中
に
、
将
来
相
続
が
起
こ
っ
た
場
合
に
、
ど
の
物
件
を
誰

が
相
続
す
る
の
か
残
余
財
産
の
帰
属
先
を
定
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
定
め
て
お
け
ば
、
別
途
遺
言
を
作
成
し
た
り
、
相
続
発
生
後
に
遺

産
分
割
協
議
を
し
な
く
て
も
、
信
託
契
約
書
で
定
め
た
と
お
り
に
財
産

を
相
続
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
　こ
の
よ
う
な
運
用
方
法
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご

検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

遺
言
で
は
実
現
で
き
な
い
新
た
な
相
続
対
策
シ
リ
ー
ズ
⑪

令
和
2
年
11
月
号
の
続
き

年
金
相
談
一
口
メ
モ

三
木
茂

　社
会
保
険
労
務
士
か
ら
の

　公
的
年
金
の
二
〇
二
一
年
の
年
金
額
は
四
月
分

（
六
月
十
五
日
振
込
分
）
か
ら
〇
・
一
％
減
額
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　昨
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
関
係
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
現
役
世
代
の
賃
金
水
準
が
低
下
し

て
い
る
こ
と
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
賃
金
低

下
に
合
わ
せ
て
年
金
額
を
抑
え
る
と
い
う
二
〇
一
六

年
の
年
金
改
正
で
盛
り
込
ま
れ
た
新
ル
ー
ル
が
適
用

さ
れ
ま
し
た
。
年
金
額
の
減
額
は
、
二
〇
一
七
年
以

来
四
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

　一
方
、
将
来
の
年
金
財
政
の
た
め
に
年
金
額
を
抑

え
る
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
は
三
年
ぶ
り
に
発

動
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　以
前
は
、
完
全
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
だ
っ
た
た
め
、

今
回
の
よ
う
に
物
価
が
上
昇
ま
た
は
横
ば
い
で
賃
金

が
下
落
し
た
場
合
、
年
金
額
は
据
え
置
か
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
将
来
に
わ
た
り
年
金
制
度
を
安
定

的
に
運
用
す
る
た
め
に
、
賃
金
変
動
に
合
わ
せ
て
年

金
額
を
減
額
す
る
新
ル
ー
ル
を
導
入
し
ま
し
た
。

　基
本
的
に
年
金
受
給
者
は
、
現
役
世
代
の
賃
金
水

準
が
上
が
ら
な
い
と
年
金
額
が
上
が
ら
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
年
金
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

ミ
ツ
バ

　香
り
が
良
く
、
お
吸
い
物
に
重
宝

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

　ミ
ツ
バ
は
日
本
原
産
の
セ
リ
科
野
菜

で
、半
日
陰
で
も
よ
く
育
ち
、乾
燥
に
弱

い
の
で
、
他
の
野
菜
の
陰
に
な
る
所
に

適
し
ま
す
。種
ま
き
の
適
期
は
4
〜
5

月
と
9
月
で
す
。

　ミ
ツ
バ
の
発
芽
適
温
は
20
度
前
後

で
、
10
度
以
下
の
低
温
や
30
度
以
上
の

高
温
で
は
発
芽
が
困
難
で
す
。発
芽
後

は
10
〜
20
度
で
よ
く
成
長
し
ま
す
。な

お
、
低
温
に
よ
り
花
芽
分
化
し
、
そ
の

後
の
高
温
・
長
日
で
と
う
立
ち
す
る
た

め
、温
暖
地
で
は
4
月
中
旬
以
降
、寒
冷

地
で
は
5
月
上
旬
以
降
に
種
ま
き
し
ま

す
。　ミ

ツ
バ
は
、
青
ミ
ツ
バ（
ま
た
は
糸
ミ

ツ
バ
）、切
り
ミ
ツ
バ
、根
ミ
ツ
バ
の
3
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。青
ミ
ツ
バ
は
青
々

と
し
た
葉
を
楽
し
む
品
種
で
、
店
頭
に

並
ぶ
の
は
ほ
と
ん
ど
が
水
耕
栽
培
で

す
。切
り
ミ
ツ
バ
は
冬
に
根
株
を
掘
り

上
げ
、
こ
れ
を
室（
む
ろ
）と
い
う
暗
室

に
持
ち
込
ん
で
軟
白
さ
せ
た
物
で
、
根

を
切
っ
て
収
穫
さ
れ
ま
す
。根
ミ
ツ
バ

は
春
か
ら
育
て
た
根
株
に
畑
の
ま
ま
で

土
を
掛
け
、
早
春
に
伸
び
て
き
た
と
こ

ろ
を
掘
り
取
り
ま
す
。こ
こ
で
は
青
ミ

ツ
バ
の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

﹇
品
種
﹈「
白
茎
三
ツ
葉（
関
西
系
）」（
タ
キ

イ
種
苗
）、「
白
茎
み
つ
ば
」（
サ
カ
タ
の
タ

ネ
）な
ど
。

﹇
畑
の
準
備
﹈ 

種
ま
き
の
2
週
間
前

ま
で
に
1
平
方
m
当
た
り
苦
土
石
灰

1
0
0
g
を
施
し
、
よ
く
耕
し
て
お
き

ま
す
。そ
の
後
、
化
成
肥
料
（
N
P
K
各

成
分
で
10
%
）
1
0
0
g
程
度
と
堆
肥

2
k
g
を
混
ぜ
、幅
60
〜
90
c
m
の
ベ
ッ

ド
を
作
り
ま
す（
図
1
）。

﹇
種
ま
き
﹈ 

ベ
ッ
ド
と
直
角
に
、
20
c
m

間
隔
の
細
い
ま
き
溝
を
作
り
ま
す
。ま

き
溝
に
1
c
m
間
隔
に
種
を
ま
き
ま

す
。種
は
好
光
性
な
の
で
、
隠
れ
る
程
度

（
5
m
m
）に
土
を
薄
く
掛
け
ま
す
。発
芽

ま
で
、
十
分
灌
水（
か
ん
す
い
）し
ま
す

（
図
2
）。

﹇
管
理
﹈ 

早
ま
き
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ

ル
ム
で
ト
ン
ネ
ル
を
作
り
、
発
芽
を
促

し
ま
す
。不
織
布
の
べ
た
掛
け
は
、
安
定

し
た
発
芽
に
役
立
ち
ま
す
。

　追
肥
は
2
〜
3
週
間
ご
と
に
、
1
平

方
m
当
た
り
30
g
程
度
を
与
え
ま
す

（
図
3
）。ま
た
、
乾
燥
に
弱
い
た
め
畑
が

乾
い
た
ら
灌
水
し
、
真
夏
の
高
温
・
強

光
下
で
は
黒
寒
冷
し
ゃ
な
ど
で
日
よ
け

し
ま
す
。

﹇
収
穫
﹈ 

草
丈
20
〜
25
c
m
に
な
っ
た

ら
、
地
際
よ
り
少
し
上
で
刈
り
取
り
ま

す
。刈
り
取
っ
た
後
か
ら
、
新
し
い
葉
が

伸
び
出
し
て
き
ま
す（
図
4
）。な
お
、
冬

に
は
寒
さ
で
茎
葉
が
枯
れ
ま
す
が
、
春

に
は
越
冬
し
た
根
株
か
ら
新
た
な
茎
葉

が
伸
び
て
き
ま
す
。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を

　作
成
し
て
い
ま
す
。
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四国中央市中之庄町1684‐4
JAうま 総合企画部ふれあい課
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個人情報の取扱いについて
クイズ応募・投稿の際、ご記入いただいた個人情報については、プレゼント発送、本誌
「お便りありがとう」コーナーへの掲載のみに使用し、他の目的に使用することはありま
せん。 ※

答
え
は
15
ペ
ー
ジ
の
お
便
り

あ
り
が
と
う
の
下
に
あ
り
ま
す
。

上
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
下
の
イ
ラ
ス
ト
と
違
う
部
分
が
5
カ
所
あ
り
ま
す
。

間
違
っ
て
い
る
部
分
を
上
の
枠
内
の
数
字
で
探
し
ま
し
ょ
う
。

63円分の切手を
はってください

①
桃
の
節
句
に
付
き
も
の
の
す
し

②
体
温
計
で
あ
る
か
ど
う
か
確
か
め
ま
す

③
理
科
で
学
ぶ
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
代
表

格
④
難
関
を
│
│
し
て
大
学
に
合
格
し
た

⑥
恥
ず
か
し
い
と
き
に
赤
ら
め
ま
す

⑨
萩
本
欽
一
と
坂
上
二
郎
の
お
笑
い
コ
ン
ビ
、

│
│
55
号

⑩
乳
液
や
化
粧
水
、パ
ッ
ク
な
ど
を
使
っ
て
行

い
ま
す

⑪「
元
気
で
留
守
が
い
い
」と
言
う
人
も

⑬
友
人
と
│
│
も
な
い
話
で
盛
り
上
が
っ
た

⑭
円
周
率
を
表
す
ギ
リ
シ
ャ
文
字

⑯
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
ウ
ド
は
主
に
こ
の
部
分

を
食
べ
ま
す

②
速
度
違
反
の
交
通
取
り
締
ま
り
を
こ
う
言

う
こ
と
も

⑤
仏
様
の
頭
の
渦
巻
き

⑦
名
を
捨
て
て
│
│
を
取
る

⑧
お
清
め
に
も
使
う
調
味
料

⑨
円
を
描
く
と
き
に
使
い
ま
す

⑪
人
数
確
認
の
た
め
に
│
│
を
取
っ
た

⑫
ボ
ビ
ン
に
巻
い
て
ミ
シ
ン
に
セ
ッ
ト
し
ま

す
⑭
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
や
コ
ロ
ネ
、マ
フ
ィ
ン
な
ど

⑮
コ
ウ
ゾ
や
ミ
ツ
マ
タ
の
繊
維
を
す
い
て
作

り
ま
す

⑯
花
よ
り
団
子
、色
気
よ
り
│
│
な
の
で
す

⑰
三
蔵
法
師
の
旅
物
語
。堺
正
章
主
演
の
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
も
あ
り
ま
し
た

次
回
の
ク
イ
ズ
締
切
日
は
３
月
25
日
（
木
）

必
着
。
抽
選
で
産
直
市
お
買
物
券
を
10
名
様

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
当
選
さ
れ
た
方
に
は
発
送

を
持
っ
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
是
非
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
う
ま
Ｈ
Ｐhttp

://w
w
w
.ja-um

a.o
r.jp

か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
Ｅ
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

ク
イ
ズ
に
挑
戦
！

（応募73通）
門松（かどまつ）

1月号の答え

※解答は、漢字、ひらがな、カタカナ
　どちらでも構いません。

住所

ー

名前
性別 男・女

年令 才

TEL （　　  ）

3月号
クロスワード解答

13
※ＪＡうま各支店・センター窓口にお出しいただくか、郵送してください 12
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│
│
を
取
っ
た

⑫
ボ
ビ
ン
に
巻
い
て
ミ
シ
ン
に
セ
ッ
ト
し
ま

す
⑭
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
や
コ
ロ
ネ
、マ
フ
ィ
ン
な
ど

⑮
コ
ウ
ゾ
や
ミ
ツ
マ
タ
の
繊
維
を
す
い
て
作

り
ま
す

⑯
花
よ
り
団
子
、色
気
よ
り
│
│
な
の
で
す

⑰
三
蔵
法
師
の
旅
物
語
。堺
正
章
主
演
の
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
も
あ
り
ま
し
た

次
回
の
ク
イ
ズ
締
切
日
は
３
月
25
日
（
木
）

必
着
。
抽
選
で
産
直
市
お
買
物
券
を
10
名
様

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
当
選
さ
れ
た
方
に
は
発
送

を
持
っ
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
是
非
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
う
ま
Ｈ
Ｐhttp

://w
w
w
.ja-um

a.o
r.jp

か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
Ｅ
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

ク
イ
ズ
に
挑
戦
！

（応募73通）
門松（かどまつ）

1月号の答え

※解答は、漢字、ひらがな、カタカナ
　どちらでも構いません。

住所

ー

名前
性別 男・女

年令 才

TEL （　　  ）

3月号
クロスワード解答
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※ＪＡうま各支店・センター窓口にお出しいただくか、郵送してください 12



１．広報誌「JAうま」について、ご意見・ご感想を自由にお書きください

２．JA事業（金融共済店舗・経済センター・産直市など）をご利用にあたって、
　ご意見・ご感想を自由にお書きください

アンケートにご協力ください

お
便
り
投
稿

（
身
近
な
話
題
・
投
句
・
イ
ラ
ス
ト
・
意
見
な
ど
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
）

「まちがいさがし」答え ： 3 …………キウイが少ない　　5 …………キウイがかじられている　　6 ………窓の形が違う
　　　　　　　　　　    11 …………尾が下がっている　　12 …………川に魚がいる

※JAうま各支店・センター窓口にお出しいただくか、63円分の切手を貼って投函してください

ご紹介の際は…（いずれかに　）　□実名可　□ペンネーム（　　　　　　　　）

ありがとうございました

Ｊ
Ａ
う
ま
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
お
問
い
合
わ
せ

フ
ォ
ー
ム
）
も
し
く
は
、
本
誌
Ｐ
14
の
お
便

り
投
稿
は
が
き
に
て
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

空
元
気
だ
し
て
守
っ
て
い
る
自
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　玉
井

　公
恵

寒
さ
に
堪
え
雑
草
の
芽
が
土
を
蹴
る

　
　
　
　
　
　
　
　藤
原
眞
佐
美

天
空
映
す
鏡
で
す
父
母
ヶ
浜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　三
宅

　淳
子

近
頃
は
女
が
男
の
用
心
棒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
西

　進

コ
ロ
ナ
禍
は
群
れ
ず
に
生
き
る
術
教
え

　
　
　
　
　
　
　鈴
木
久
美
惠

お
正
月
好
き
な
人
か
ら
賀
状
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　鈴
木

　幸
子

ジ
イ
ジ
に
も
遠
い
昔
の
神
田
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　藤
田

　定
行

マ
ス
ク
し
て
今
年
を
祈
る
石
畳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　古
山
た
ま
き

真
夜
中
の
ラ
ー
メ
ン
悪
魔
の
さ
さ
や
き

　
　
　
　
　
　
　守
屋

　陽
一

ば
あ
さ
ん
の
花
の
飾
り
が
よ
く
似
合
う

　
　
　
　
　
　
　山
下

　敏

☆
ジ
ャ
ジ
ャ
う
ま
市
に
行
き
、毎
回
お
か

ら
を
買
っ
て
帰
り
ま
す
。ハ
ン
バ
ー
グ
を

作
る
と
き
に
、パ
ン
粉
の
代
わ
り
に
お
か

ら
を
入
れ
ま
す
。腹
も
ち
が
よ
く
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
効
果
も
あ
る
よ
う
で
す
。ロ
ー
ル

キ
ャ
ベ
ツ
に
も
し
ま
す
。安
く
て
美
味
し

く
て
一
石
二
鳥
で
す
。

（
Ｙ
・
Ｓ
さ
ん
）

【
編
】ヘ
ル
シ
ー
で
お
財
布
に
も
優
し
い
な

ん
て
◎
こ
れ
で
大
好
き
な
ハ
ン
バ
ー
グ
を

思
う
存
分
・
・
・
♡（
笑
）

☆
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
の
せ
て
焼
く
、サ
ツ

マ
イ
モ
が
と
て
も
美
味
し
い
で
す
。シ
ル

ク
ス
イ
ー
ト
、
鳴
門
金
時
な
ど
・
・
・
油

断
し
て
い
た
ら
こ
げ
る
位
、火
力
が
強
い

の
で
寒
い
日
は
家
の
中
に
居
る
時
間
が

長
い
の
で
綺
麗
に
焼
け
ま
す
。

（
Ｙ
・
Ｉ
さ
ん
）

【
編
】
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
焼
く
サ
ツ
マ
イ

モ
っ
て
、
な
ん
で
あ
ん
な
に
美
味
し
ん
で

し
ょ
う

　ハ
フ
ハ
フ
し
な
が
ら
食
べ
る
焼

き
芋
、最
高
で
す
‼

☆
30
日
に
は
、お
い
で
や
市
で
注
文
し
て

い
た
「
た
か
き
び
」「
こ
き
び
も
ち
」
を
大

勢
の
人
た
ち
と
一
緒
に
つ
く
の
が
我
が

家
の
一
年
の
締
め
く
く
り
で
す
。皆
さ
ん

に
な
つ
か
し
い
、
た
か
き
び
、
こ
き
び
も

ち
は
毎
年
喜
ん
で
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｓ
さ
ん
）

【
編
】た
か
き
び
、
こ
き
び
も
ち
美
味
し
そ

〜

　！
み
ん
な
で
作
っ
て
食
べ
る
時
っ

て
、
思
わ
ず
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
よ
ね
。

楽
し
い
年
末
と
な
っ
た
よ
う
で
す
ね
♪

☆
1
月
号
の
果
物
百
科
に
載
っ
て
い
た

「
い
ち
ご
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
」
を
作
っ
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
Ｙ
・
Ｋ
さ
ん
）

【
編
】手
作
り
の
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
、
ぜ
ひ

作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
〜
！
食
べ
始
め
た

ら
手
が
止
ま
り
ま
せ
ん
◎

☆
昨
年
は
、
個
人
的
に
は
腰
痛
や
肺
炎

な
ど
散
々
で
し
た
。社
会
的
に
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
散
々
で
し
た
。今
年
こ

そ
い
い
年
に
し
た
い
（
な
っ
て
ほ
し
い
）

で
す
ね
。長
津
に
住
ん
で
い
ま
す
の
で
、

店
舗
統
合
な
ど
不
便
に
な
り
ま
す
が
、ポ

ジ
テ
ィ
ブ
思
考
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。是

非
！

（
Ｈ
・
Ｓ
さ
ん
）

【
編
】
早
く
収
束
を
願
う
ば
か
り
で
す
。今

年
は
明
る
い
年
に
。そ
し
て
１
日
で
も
早

く
、
穏
や
か
な
日
常
が
戻
り
ま
す
よ
う

に
。

☆
七
草
が
ゆ
の
「
古
く
か
ら
の
言
い
伝

え
」を
、
新
し
い
気
持
ち
で
読
み
ま
し
た
。

今
日
、さ
っ
そ
く
作
っ
て
み
ま
す
。

（
Ｏ
さ
ん
）

【
編
】
当
誌
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。七
草
が
ゆ
美
味
し
い

で
す
よ
ね
〜
私
も
大
好
き
で
１
月
７
日

が
い
つ
も
楽
し
み
で
す
（
笑
）
美
味
し
い

七
草
が
ゆ
、出
来
た
で
し
ょ
う
か

　♡

☆
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
一
年
で
し
た
が
、

東
京
の
子
供
や
孫
と
は
会
え
な
い
一
年

で
し
た
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
繋
が
っ
て
淋
し
い

思
い
を
せ
ず
、
便
利
な
時
代
に
な
っ
た

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。今
年
は
明
る
い
年

に
な
っ
て
ほ
し
い
ね
。
　（
Ｎ
・
Ｏ
さ
ん
）

【
編
】な
か
な
か
会
い
に
行
け
な
い
か
ら
こ

そ
、
尚
更
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
ご
家
族
の
お
顔

を
見
た
り
声
を
聞
く
と
、
ほ
っ
と
し
ま
す

ね

　♡
　皆
さ
ん
と
会
え
る
日
が
待
ち
遠
し
い

で
す
ね
。

北
に
住
む
妹
か
ら
の
リ
ン
ゴ
箱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　寺
尾

　島
子

園
児
ら
の
秋
を
探
し
に
大
地
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　岸

　
　豊
子

夕
映
え
に
ひ
ら
め
く
庭
の
枯
葉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　竹
内

　式
部

半
月
や
師
走
の
空
の
晴
れ
渡
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　谷

　
　秀
子

コ
ト
コ
ト
と
鍋
よ
り
湯
気
の
お
で
ん
か
な

　
　
　
　
　
　井
村
真
理
子

参
詣
の
人
と
佇
ち
見
る
冬
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　髙
橋

　寿
子

凍
蝶
に
ふ
っ
と
息
吹
き
か
け
て
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　信
藤

　國
子

柿
す
だ
れ
共
に
作
れ
り
あ
と
い
く
年

　
　
　
　
　
　
　
　Ｋ
・
Ｍ

暖
か
や
広
場
め
ぐ
り
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　石
村

　智
子

と

娘
の
心
と
繋
が
ら
ぬ
ま
ゝ
年
を
越
す
遠
き
娘
が
な
お
遠
き
自
粛

石
村

　幸
子

節
分
の
鬼
の
主
役
で
す
よ
っ
て
赤
色
塗
ら
れ
二
本
角
付
け

小
田

　慶
喜

早
や
梅
の
蕾
も
背
伸
び
し
始
め
て
も
う
目
を
覚
ま
す
頃
か
と
思
う

小
田

　和
子

こ

む
す
め

（
髙
橋
さ
ん
）

うま仕出しセンター閉店のお知らせ

　さて、長年にわたり組合員や地域の皆様にご

利用いただき営業を続けてまいりましたが、昨今

の諸事情により令和3年3月20日（土）をもちまし

て閉店させていただくこととなりました。

　なお、当店の都合により3月上旬頃から商品に

よっては受注できない事が予想されますが、御容

赦下さい。

　これまでに賜りました皆様の芳情に心より感謝

申し上げます。

　長い間、本当にありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　うま農業協同組合
　　　　　　　　　　　　うま仕出しセンター

（
Ｉ
・
Ｆ
さ
ん
）

プリエール通信

会員募集中
事前相談受付中

　ご葬儀に関するお問い合わせ、事前相談
をいつでも承っております。
　色々な疑問や不安がございましたら、遠慮
なくご相談ください。 ※プリエール土居は葬儀利用が無い場合業務の都合上、スタッフが常駐しておりません。

　そのため、電話はプリエール三島へ自動転送されます。ご了承くださいませ。

誰もがいつかは経験する人生最後のセレモニーであるお葬式・・・。
お葬式といわれてもよくわからないし不安な方もいらっしゃることでしょう。

今回は数あるご質問の中から一例を紹介させていただきます。

お葬式っていくらかかるのかなぁ…。

不安だしわからないなぁ。

葬儀費用と申しましてもその内訳は

施行費用・飲食接待費用（食事など）・寺院などへのお礼と3つに

分かれ、それらを合算したものが総予算となります。

施行費用 施工費用 飲食接待費用 寺院関係費用＋ ＋＝
祭壇、お棺、
写真、霊柩車、
宗旨別の御供え

など

昼食・精進落しのお膳
飲料・斎苑接待

など

導師へのお礼等

葬儀の疑問　Q＆A

色々な疑問や不安がございましたら、遠慮なくご相談下さい。ご葬儀に関するお問い合わせ、事前相談をいつでも承っております。

　今
月
号
の
広
報
誌
は
、
な
ん
と
発
行

か
ら
３
０
０
回
目
な
ん
で
す
！
私
よ
り

も
先
輩
の
こ
の
「
Ｊ
Ａ
う
ま
」
。
こ
う

し
て
毎
月
発
行
で
き
３
０
０
回
目
を
迎

え
ら
れ
た
の
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と

温
か
い
愛
情
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
　
♡

こ
れ
か
ら
、
よ
り
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た

「
Ｊ
Ａ
う
ま
」
を
お
届
け
し
ま
す
！

（
河
村
）
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‼
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30
日
に
は
、お
い
で
や
市
で
注
文
し
て

い
た
「
た
か
き
び
」「
こ
き
び
も
ち
」
を
大

勢
の
人
た
ち
と
一
緒
に
つ
く
の
が
我
が

家
の
一
年
の
締
め
く
く
り
で
す
。皆
さ
ん

に
な
つ
か
し
い
、
た
か
き
び
、
こ
き
び
も

ち
は
毎
年
喜
ん
で
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｓ
さ
ん
）

【
編
】た
か
き
び
、
こ
き
び
も
ち
美
味
し
そ

〜

　！
み
ん
な
で
作
っ
て
食
べ
る
時
っ

て
、
思
わ
ず
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
よ
ね
。

楽
し
い
年
末
と
な
っ
た
よ
う
で
す
ね
♪

☆
1
月
号
の
果
物
百
科
に
載
っ
て
い
た

「
い
ち
ご
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
」
を
作
っ
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
Ｙ
・
Ｋ
さ
ん
）

【
編
】手
作
り
の
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
、
ぜ
ひ

作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
〜
！
食
べ
始
め
た

ら
手
が
止
ま
り
ま
せ
ん
◎

☆
昨
年
は
、
個
人
的
に
は
腰
痛
や
肺
炎

な
ど
散
々
で
し
た
。社
会
的
に
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
散
々
で
し
た
。今
年
こ

そ
い
い
年
に
し
た
い
（
な
っ
て
ほ
し
い
）

で
す
ね
。長
津
に
住
ん
で
い
ま
す
の
で
、

店
舗
統
合
な
ど
不
便
に
な
り
ま
す
が
、ポ

ジ
テ
ィ
ブ
思
考
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。是

非
！

（
Ｈ
・
Ｓ
さ
ん
）

【
編
】
早
く
収
束
を
願
う
ば
か
り
で
す
。今

年
は
明
る
い
年
に
。そ
し
て
１
日
で
も
早

く
、
穏
や
か
な
日
常
が
戻
り
ま
す
よ
う

に
。

☆
七
草
が
ゆ
の
「
古
く
か
ら
の
言
い
伝

え
」を
、
新
し
い
気
持
ち
で
読
み
ま
し
た
。

今
日
、さ
っ
そ
く
作
っ
て
み
ま
す
。

（
Ｏ
さ
ん
）

【
編
】
当
誌
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。七
草
が
ゆ
美
味
し
い

で
す
よ
ね
〜
私
も
大
好
き
で
１
月
７
日

が
い
つ
も
楽
し
み
で
す
（
笑
）
美
味
し
い

七
草
が
ゆ
、出
来
た
で
し
ょ
う
か

　♡

☆
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
一
年
で
し
た
が
、

東
京
の
子
供
や
孫
と
は
会
え
な
い
一
年

で
し
た
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
繋
が
っ
て
淋
し
い

思
い
を
せ
ず
、
便
利
な
時
代
に
な
っ
た

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。今
年
は
明
る
い
年

に
な
っ
て
ほ
し
い
ね
。
　（
Ｎ
・
Ｏ
さ
ん
）

【
編
】な
か
な
か
会
い
に
行
け
な
い
か
ら
こ

そ
、
尚
更
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
ご
家
族
の
お
顔

を
見
た
り
声
を
聞
く
と
、
ほ
っ
と
し
ま
す

ね

　♡
　皆
さ
ん
と
会
え
る
日
が
待
ち
遠
し
い

で
す
ね
。

北
に
住
む
妹
か
ら
の
リ
ン
ゴ
箱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　寺
尾

　島
子

園
児
ら
の
秋
を
探
し
に
大
地
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　岸

　
　豊
子

夕
映
え
に
ひ
ら
め
く
庭
の
枯
葉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　竹
内

　式
部

半
月
や
師
走
の
空
の
晴
れ
渡
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　谷

　
　秀
子

コ
ト
コ
ト
と
鍋
よ
り
湯
気
の
お
で
ん
か
な

　
　
　
　
　
　井
村
真
理
子

参
詣
の
人
と
佇
ち
見
る
冬
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　髙
橋

　寿
子

凍
蝶
に
ふ
っ
と
息
吹
き
か
け
て
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　信
藤

　國
子

柿
す
だ
れ
共
に
作
れ
り
あ
と
い
く
年

　
　
　
　
　
　
　
　Ｋ
・
Ｍ

暖
か
や
広
場
め
ぐ
り
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　石
村

　智
子

と

娘
の
心
と
繋
が
ら
ぬ
ま
ゝ
年
を
越
す
遠
き
娘
が
な
お
遠
き
自
粛

石
村

　幸
子

節
分
の
鬼
の
主
役
で
す
よ
っ
て
赤
色
塗
ら
れ
二
本
角
付
け

小
田

　慶
喜

早
や
梅
の
蕾
も
背
伸
び
し
始
め
て
も
う
目
を
覚
ま
す
頃
か
と
思
う

小
田

　和
子

こ

む
す
め

（
髙
橋
さ
ん
）

うま仕出しセンター閉店のお知らせ

　さて、長年にわたり組合員や地域の皆様にご

利用いただき営業を続けてまいりましたが、昨今

の諸事情により令和3年3月20日（土）をもちまし

て閉店させていただくこととなりました。

　なお、当店の都合により3月上旬頃から商品に

よっては受注できない事が予想されますが、御容

赦下さい。

　これまでに賜りました皆様の芳情に心より感謝

申し上げます。

　長い間、本当にありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　うま農業協同組合
　　　　　　　　　　　　うま仕出しセンター

（
Ｉ
・
Ｆ
さ
ん
）

プリエール通信

会員募集中
事前相談受付中

　ご葬儀に関するお問い合わせ、事前相談
をいつでも承っております。
　色々な疑問や不安がございましたら、遠慮
なくご相談ください。 ※プリエール土居は葬儀利用が無い場合業務の都合上、スタッフが常駐しておりません。

　そのため、電話はプリエール三島へ自動転送されます。ご了承くださいませ。

誰もがいつかは経験する人生最後のセレモニーであるお葬式・・・。
お葬式といわれてもよくわからないし不安な方もいらっしゃることでしょう。

今回は数あるご質問の中から一例を紹介させていただきます。

お葬式っていくらかかるのかなぁ…。

不安だしわからないなぁ。

葬儀費用と申しましてもその内訳は

施行費用・飲食接待費用（食事など）・寺院などへのお礼と3つに

分かれ、それらを合算したものが総予算となります。

施行費用 施工費用 飲食接待費用 寺院関係費用＋ ＋＝
祭壇、お棺、
写真、霊柩車、
宗旨別の御供え

など

昼食・精進落しのお膳
飲料・斎苑接待

など

導師へのお礼等

葬儀の疑問　Q＆A

色々な疑問や不安がございましたら、遠慮なくご相談下さい。ご葬儀に関するお問い合わせ、事前相談をいつでも承っております。

　今
月
号
の
広
報
誌
は
、
な
ん
と
発
行

か
ら
３
０
０
回
目
な
ん
で
す
！
私
よ
り

も
先
輩
の
こ
の
「
Ｊ
Ａ
う
ま
」
。
こ
う

し
て
毎
月
発
行
で
き
３
０
０
回
目
を
迎

え
ら
れ
た
の
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と

温
か
い
愛
情
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
　
♡

こ
れ
か
ら
、
よ
り
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た

「
Ｊ
Ａ
う
ま
」
を
お
届
け
し
ま
す
！

（
河
村
）

15
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日月 火  水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

31

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

先勝

友引

大安

赤口

先勝

赤口

先勝

仏滅

大安

赤口

赤口

先負

仏滅

大安

大安

友引

先負

仏滅

仏滅

大安

友引

先負

先負

仏滅

先勝

友引

友引

先負

赤口

先勝

友引

3 月の予定 ※2月15日現在の予定です。
変更になることもありますので事前にご確認ください。

年金 ・・・年金相談日（午前10時～正午）

年金 松柏支店 年金 川之江中央支店

年金 本店 年金 中曽根支店年金 関川支店

年金 川下支店

年金 豊岡支店年金 金生支店 年金 寒川支店

●名前

●犬種

●性別・年齢

●性格

●好きなこと

●飼い主からペットへの想い

チビちゃん　　／　クロちゃん

ポメラニアン　／　ミニチュアピンシャ

オス・13歳　　／　オス・7歳

人見知り　　　／　人懐っこい

散歩とお風呂

かけがえのない家族として、これからも家族を癒してください

四国中央市金生町 藤川さん

　知り合いから譲り受けた2匹のワンちゃんは、藤川さんに
とってかけがえのない家族です。2匹とも食べることが大好
きらしく、取材中も犬用のおやつをペロリ。
　ちょっと人見知りのチビちゃんもおやつを食べる時はこっ
そり触っても気づかないくらい夢中でした。

I L♥ve
ペット
I L♥ve
ペット

【介護相談会の開催自粛に関するお知らせ】
　新型コロナウイルス感染症の感染を防止する観点から、各支店等で開催しておりました介護相談会
の開催を現在見合わせています。
　高齢者介護に関して、JAうま福祉部では、専門のケアマネジャーが対応いたします相談窓口を設
けています。介護に関するご質問やご相談がございましたら、JAうま居宅介護支援センター（Tel：
0896-28-9001）まで、お気軽にお問い合わせください。

特集1
四国中央市の郷土料理"蒸し上げ雑炊"がグランプリを獲得
特集2
"感謝" "ありがとう"

特集1
四国中央市の郷土料理"蒸し上げ雑炊"がグランプリを獲得
特集2
"感謝" "ありがとう"

春分の日

JAうま
インスタグラム

JAうま
フェイスブック

JAうま
ホームページ

JAうま
インスタグラム

JAうま
フェイスブック

JAうま
ホームページ

　広報誌の表紙を飾ってくれるキッズモデルを

募集しております。お子さんやお孫さんを広報

誌「JAうま」に掲載しても構わないという方

は、広報誌に付いているハガキ、またはお電話

にてご連絡ください。（四国中央市在住の方に

限ります。ご家族での撮影もOK！）

　掲載頂いた方にはJAうま産直市で使える

「農産物直販所お買物券（500円分）」をプレ

ゼント！写真撮影はJAうま広報担当者が行

い、撮影場所はご依頼者とご相談の上決定い

たします。

連絡先

　TEL：0896-24-3827

　総合企画部　広報委員会

　まで

広報誌のキッズモデル大募集！

広報誌ゆるきゃら さとりん

クロちゃん
チビちゃん

●編集・発行／四国中央市中之庄町1684番地4　JAうま総合企画部ふれあい課「JAうま」広報委員会
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